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ひとり（単身者）の食卓

70代女性（夕食）

70代女性（昼食）

60代女性（昼食）

50代男性（昼食）
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ふるさと安曇野　きのう　きょう　あした　№ 30

（1）囲炉裏を囲んだ食事

箱膳での食事（昭和初期）

図 1　囲炉裏を囲む食事
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（2）箱膳から飯台へ

（3）生活スタイルの変化　ダイニングテーブルの登場

図 2　飯台での食事
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子どものおやつ

図 3　ダイニングテーブルでの食事

うす焼き（左上）はおやつのほか、農作業の
合間に食べるオコヒルでも食べた。

コラム
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（1）自給自足が基本の食事（～昭和30年代半ば頃）

図 4　昭和30年頃の朝食。ご飯、ツブ（たにし）のみそ汁・
イナゴの佃煮・カボチャの煮つけ・ナスの漬物。

全て家で取れたものだった。
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（2）スーパーマーケットと献立の変化（昭和40年代～）

昔も今も！　親しまれるカレーライス
コラム
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豊科駅近くにあったスーパー（昭和50年頃）

子どもの誕生日会で振舞われたカレーライス
昭和53年（1978）長野県飯田市
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（1）現在家族の食卓

昭和55年（1980）、明科駅前にオープンした
スーパーのチェーン店（『町報あかしな』より）
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表 1　Ｕ家のふだんの食事

平日
朝食 昼食 夕食

ご飯、味噌汁、おかず（納豆、卵豆
腐、サラダとまぐろの味噌煮缶など
をまぜたものなどのいずれか一品）、
ヨーグルト、牛乳
※起床時間が違うため、それぞれで
食べる

ご飯、肉・魚類、卵、野菜か野菜炒
め、果物、佃煮など
※弁当は夫の母と夫が 2人分ずつ作
る

夫の母（月～水）：ご飯、汁物、お
かず 2品ほど（肉魚もの、野菜も
の）、時々漬物　 2週に 1度ほどカ
レー、シチューなど
長女（木）：ご飯、汁物、おかず 2
品ほど（肉魚もの、野菜もの）
夫（金）：ご飯、汁物、おかず 2品
ほど（肉魚もの、野菜もの）
※基本的に19：30に家族揃って夫の
父母宅で食べる

休日
朝食 昼食 夕食

食パン、汁物、目玉焼き、サラダ、
ヨーグルト、牛乳
※起床時間が違うため、それぞれで
食べる

パスタ、ラーメン、チャーハンなど
一品ものと汁物、果物
※基本的に12時に在宅の人全員で食
べる

ご飯、汁物、おかず 2品ほど（肉魚
もの、野菜もの）
※日曜は鍋物、たこ焼き、お好み焼
きなどが多い
※基本的に19：30に家族揃って夫の
父母宅で食べる



̶ 9 ̶

ふるさと安曇野　きのう　きょう　あした　№ 30

（2）夫婦の食卓

表 2　Ｍ夫婦のふだんの食事（朝・夕）
朝食 夕食

ご飯、味噌汁（豆腐・油揚げ・白菜・なめこ・白ブナシ
メジ・わけぎ）、納豆（卵・わけぎ入り）、ヨーグルト
（りんごとキウイ）

ご飯、味噌鍋（大根・白菜、ニンジン・長ネギ・豚小
間・シイタケ・市販の鍋の素）、かぶとチーズ焼き、笹
かまぼこ
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（3）増える一人の食卓

表 3　Ｆさんのふだんの食事

朝食 昼食 夕食

七草粥、茶わん蒸し、黒豆、田作り、
なます（おせちの残り）

弁当 外食
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表 4　Ａさんのふだんの食事

朝食 昼食 夕食

外食 ラーメン（レトルト） 外食

（4）シェアハウスという暮らし方
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Ｂさんが作った夕食。この日は農家からニ
ンジンをたくさんもらったので、ニンジンを
ふんだんに使ったメニューになった。

90代の母の食事を介助する70代の女性。誰もが、介護し、
介護される可能性がある。家族を介護するということは、
その家族にとって大きな負担にもなりうる。


